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自動運転や自律移動ロボットの開発や発展に伴い,周囲環境の認識・計測技術はますますその

重要性を増している.近年の深層学習技術の発展に伴い,1 枚のカメラ画像のみからの深度推

定技術は最も注目される技術のーつとなっている.本論文では,このような単眼深度推定にお

いては,シーン内の大域的な構造と局所的な情報を抽出し,それらを組み合わせることが有効

であるとの仮説のもと,二つの異なる深層学習のフレームワークに基づくアプローチに関する

研究をまとめたものである

本論文は全8章からなり,第1章では,研究の背景や研究の目的,関連研究,論文構成につ

いて述べている.第2章では深度推定技術について,第3章では,畳み込みネットワークを用

いた単眼深度推定技術について述べている.第4章では,大域構造および局所情報の重要性に

ついて述べ,エンコーダ・デコーダベースのアプローチおよび敵対的生成ネットワークベース

のアプローチのそれぞれのフレームワークについて,そのネットワーク構造や損失関数につい

て述べている.第5章では,評価に用いたデータセットや評価指標について述べ,定性的評価

および定量的評価を行い,従来手法に対する提案アプローチの優位性を実証すると共に,学習

に用いていないシーンに対する実験結果を示すことで各種シーンに対する応用可能性について

述べている.第6章ではこれまでの結果に関する考察をまとめており,第7章では結論を述べ

ると共に今後の課題について述べている

容 の

1枚のカメラ画像からの深度推定技術は,現在最も注目を浴びている技術のーつであり,本

論文は,この単眼深度推定技術において,シーンの大域構造と局所情報に着目し,エンコーダ・

デコーダベースのネットワークと敵対的生成ネットワーク(GAN)ベースのネットワークを提案

している.エンコーダ・デコーダベースのネットワークにおいては大域的推定と局所的推定の

2段階のネットワーク構造を持ち,もうーつのGANベースの提案フレームワークにおいては,従

来のGANにおけるGeneratorとDiscriminatorに加え,局所構造を復元可能なRefinerを加えた

TP-GAN (Third-player GAN)と呼ぶ新しい構造を有している.これらの提案フレームワークに

対し,広く利用されているNYU Depth V2およびKITT1のデータセットを用いた精度評価を行う

ことで,従来手法に対する提案フレームワークの有効性を示している

本論文の主な成果は以下のようにまとめられる. Dエンコーダ・デコーダベースのアプロー

チでは,大域構造と局所情報を学習および推定可能なネットワーク構成と適切な損失関数を用

いることで,小さなデータセットによる学習でも高精度な深度推定が可能であることを示し

た.2)GANベースのアプローチでは,大域構造と局所情報が扱える適切なネットワークを用い

ることで,現在主流であるAtt肌tionベースの手法に比べて遜色のない精度の推定が行えるこ

とを示した.3)いずれの手法も従来法に比べてネットワークの構造が小さく,組込み機器や旧

世代のGNでも動作する可能性があるなど,実用性の高い手法であることを示した.4)学習し

ていないシーンに対する実験により,提案アプローチの拡張性を示した

本論文は,このような新規性のあるフレームワークが提案され,実際のデータベースによる

各種評価により,その有効性や実用性も確認でき,学林珀勺価値も高いことがわかる.以上より,

本論文は,博士(工学)の学位に相当するものと判定した
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